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「(仮称)次期桐生市総合計画」策定に向けた取り組み状況 

  

「(仮称)次期桐生市総合計画」策定に向けて、現在、次のような取り組みを進めています。 

 

１．基礎的な状況把握 ２．現計画の評価 ３．各種意識調査等 

◇時代の潮流分析 

◇統計データ等の整理 

◇将来シミュレーション 

◇他都市との比較分析 

 

◇桐生市新生総合計画の施

策評価 

◇各課ヒアリング 

◇市民提言 

◇市民意識調査 

（一般市民、中学２年生） 

◇インターネット調査 

（近隣８市） 

 

１．基礎的な状況把握 

○桐生市を取り巻く時代の潮流（トレンド）について、影響を整理・分析。 

◯既往の各種文献資料や統計データ等により、桐生市の基礎的な都市状況を整理・分析。 

○基礎的フレーム（人口・世帯・財政等）の将来シミュレーション。 

◯主要な統計指標データの他都市との比較分析。比較対象都市は次の 15市を想定。 

＜参考：想定する比較対象都市＞ 

近隣都市 

（県内 11市＋県外１市） 

類似都市[Ⅲ－２] 

（関東１都６県の類似団体３市） 

前橋市（中核市）  高崎市（中核市） 

伊勢崎市（特例市） 太田市（特例市） 

沼田市（Ⅰ－１）  館林市（Ⅱ－２） 

渋川市（Ⅱ－２）  藤岡市（Ⅱ－２） 

富岡市（Ⅰ－２）  安中市（Ⅱ－２） 

みどり市（Ⅱ－２） 足利市（Ⅳ－２） 

古河市（茨城県） 

佐野市（栃木県） 

加須市（埼玉県） 

※総務省：平成 29年度類似団体別市町村財政指数表による都市分類（「人口」「産業構造」により設定） 

 

２．現計画の評価 

○施策調査シートによる桐生市新生総合計画の施策等の評価・検証。 

 ※現計画に記載された 76の項目の各施策の取り組み状況、課題、目標値の達成状況を把握 

  76の項目については次ページに掲載 

○施策調査シートの配布・回収、必要に応じた各課ヒアリングを実施。 

  

資料３ 
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＜参考：桐生市新生総合計画の構成＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

章 節 項 シートNo
１　農業の活性化 1-1-1
２　農村機能の保全 1-1-2
３　林業の活性化 1-1-3
１　商業環境の整備 1-2-1
２　工業基盤の整備 1-2-2
３　中小企業の経営基盤の強化 1-2-3
４　ファッションタウン構想の推進 1-2-4
５　制度融資 1-2-5
６　卸売市場 1-2-6

３　産・学・官の連携支援 １　産学官の連携 1-3-1
４　雇用と労働環境の整備 １　雇用の確保と労働環境の整備 1-4-1
５　観光の活性化 １　魅力ある観光地の整備 1-5-1

１　子育て支援 2-1-1
２　ひとり親家庭への支援 2-1-2
１　高齢者福祉 2-2-1
２　介護保険 2-2-2

３　障害者福祉の充実 １　障害者福祉 2-3-1
４　地域福祉の充実 １　地域福祉 2-4-1

１　国民健康保険 2-5-1
２　国民年金 2-5-2
３　生活支援 2-5-3
１　健康づくり 2-6-1
２　地域医療 2-6-2
３　福祉医療 2-6-3
１　環境保全 3-1-1
２　循環型社会の構築 3-1-2

２　水道水の安定供給 １　上水道 3-2-1
１　下水道 3-3-1
２　し尿処理 3-3-2
１　消防・救急体制 3-4-1
２　防災 3-4-2
３　防犯 3-4-3
４　交通安全 3-4-4
５　消費生活 3-4-5
１　情報化時代への対応 3-5-1
２　情報格差の是正 3-5-2
１　住宅総合対策 3-6-1
２　公共住宅 3-6-2
３　定住促進事業 3-6-3
１　生涯学習 4-1-1
２　社会教育 4-1-2
３　公民館 4-1-3
４　図書館 4-1-4
５　「桐生を好きな子供」の育成 4-1-5
１　幼児教育 4-2-1
２　義務教育 4-2-2
３　高等学校教育 4-2-3
４　特別支援教育 4-2-4
５　教育研究 4-2-5
６　学校適正配置の推進 4-2-6
１　市民文化 4-3-1
２　文化財保護 4-3-2

４　青少年の健全育成 １　青少年の健全育成 4-4-1
５　スポーツの振興 １　スポーツ 4-5-1
６　国際理解の推進 １　国際交流 4-6-1

１　北関東自動車道へのアクセス道路 5-1-1
２　幹線道路 5-1-2
３　生活道路 5-1-3

２　公共交通の活性化 １　公共交通 5-2-1
１　国土調査 5-3-1
２　適正な土地利用 5-3-2
１　市街地開発事業 5-4-1
２　中心市街地の活性化 5-4-2

５　都市景観の形成 １　都市景観 5-5-1
１　都市公園 5-6-1
２　緑化の推進 5-6-2
３　河川・水路 5-6-3
１　森林の保全 6-1-1
２　水源の保全 6-1-2
１　市民参画 7-1-1
２　広報広聴 7-1-2
３　市民活動 7-1-3

２　男女共同参画社会の実現 １　男女共同参画 7-2-1
１　行政運営 7-3-1
２　財政運営 7-3-2

４　地域連携の推進 １　地域連携 7-4-1
7 34 76

４　教育・文化の向上

１　生涯学習の推進

２　学校教育の充実

３　芸術・文化の振興

５　都市基盤の整備

１　道路交通網の整備

３　土地の有効利用

４　住みよい市街地の形成

６　水と緑の保全と公園整備

６　森林都市と水源都市の実現 １　人と自然の共生

７　計画推進のために

１　市民が主役のまちづくり

３　効率的な行財政運営

３　快適な生活環境の創出

１　生活環境の整備

３　下水道等による環境保全

４　安心して暮らせるまちづくり

５　情報化社会への対応

６　住宅対策の推進

１　地域産業の活性化

１　農林業の活性化

２　商工業の活性化

２　保健福祉の増進

１　児童福祉の充実

２　高齢者福祉の充実

５　社会保障の充実

６　保健・医療の充実
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３．各種意識調査等 

＜調査概要＞ 

調 査 対 象 実施時期・調査方法 調査の進捗状況 

市民提言 

市内に居住している

人、または勤務・通学

している人 

平成 30年９／３～10／５実施 

市民提言記入用紙に記入、 

企画課へ直接または郵送、 

ファクシミリ、Eメール 

９件回収済み 

分析中 

市民意識調査 

（一般市民） 

18歳以上の市民 

2,000人 

平成 30年９／15～10／５実施 

郵送による配布・回収 

966票回収済み 

（回収率 48.3％） 

集計中 

市民意識調査 

（中学２年生） 

市内の中学校に通う 

中学２年生 

950人 

平成 30年９／10～９／21実施 

学校で配布・回収 

897票回収済み 

（回収率 94.4％） 

集計中 

インターネット 

近隣８市の住民 

（前橋市・高崎市・伊

勢崎市・太田市・沼田

市・みどり市・足利

市・佐野市） 

1,031人 

平成 30年９／16～９／18実施 

1,031票回収済み 

（回収率 100.0％） 

分析中 

 

 

 

調査結果の分析から把握可能と想定される主な内容 

◇市民の幸福度の現状と市の取組との関連性 

◇桐生市のこれまでのまちづくりに対する市民の評価、ニーズ 

◇桐生市に対する内外（市民と近隣自治体住民）のイメージ把握           等 
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＜参考：調査設問一覧＞ 

設　問 備　考

市
民
提
言

一
般
市
民

中
学
２
年
生

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト

桐生市のイメージ 問1 問1 問2

桐生市の施設、名所、特産品、
イベント等の魅力

問2 問2 問3

定住意向 問3 問3

住み続けたい理由 問3-1 問3-1

住み続けたくない理由 問3-2 問3-2

近隣14市の中で最も魅力のある都市 問4 問4 問4

最も魅力ある都市の主な魅力 問5 問5 問5

桐生市に力をいれてほしいこと ○ 問6 問6 今後のまちづくりの方向性に対する市民ニーズ把握。

幸福度指標（桐生市全体） 問7

幸福度指標（住まいの地域） 問8

幸福度指標（回答者個人の生活） 問9

現在の幸福度 問10 問8

理想の幸福度 問11 問9

性別 問12

年齢 問13

住まいの地域 問14

居住年数 問15

住まい 問16

職業 問17

平均就業時間 問17-1

配偶者の有無 問18

世帯の年間収入 問19

家族構成 問20

子どもの年齢 問21

桐生市を訪れた際の目的 問1 近隣市住民の桐生市の訪問目的の把握。

移住経験・移住への関心 問6

移住経験・移住への関心の理由 問7

移住・観光する自治体の情報源 問8

年代別、市内外の視点から桐生市のイメージ・魅力を
比較。（※インターネットは問２で住まいの自治体の
イメージも把握）

「住み続けたい理由⇒魅力」「住み続けたくない理由
⇒課題」として把握。
定住意向は次期計画の目標指標としての活用も想定。

近隣14市の中の桐生市の都市としての魅力の位置づけ
を把握。（県内12市+足利市・佐野市（栃木県））

次期計画の目標指標としての活用も想定。

１　桐生市について

２　幸せについて

設問番号

４　自由意見

問7

５　インターネット調査独自設問

近隣市住民の移住ニーズや、その際の情報源の把握。

現計画の34の節に対応する項目を設定し、各取り組み
と市民の幸福度の関連性を把握。
また、34の節レベルのまちづくりの市民評価としても
活用を想定。（※中学２年生は設問数を調整）

回答者の属性把握。
各項目の状況と、幸福度の関連性について分析するこ
とを想定。

３　「あなた」自身について


